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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 
わかい ひとたち には、 かぎりない ゆめ と かっき が あります。 しんたい も せいしん も、 また じが も りそう も、 つね に 
りゅうどうてき です。 いきて いく に あたり、 しるべき こと すべて に ぎもん を なげかけ ます。 じぶんじしん に ついても  
とい つづけ ます。 いきる いみ を みいださず には おれない から です。 そのため かれら は ひはん し、 ぎろん し、    
ていこう し、 せいげん される こと を こばみ ます。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 
アッラー の しと（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 わかい ひとたち を りかい し、 みらい の ため に   
かれら を はぐくむ のに もっとも すぐれた あんないやく です。 かれ の じんせい には、 いつでも わかい ひとたち が しめる 
とくべつ な ばしょ が あり ました。 あいすべき よげんしゃ（かれ の うえ に しゅくふく と へいあん あれ）は、 わかい    
ひとたち の ため に じかん を さき、 かれら の はなし を きき、 かれら の かんがえ を そんちょう しました。 かれら との 
たいわ は せいじつ であり、 かれら の こと を しんらい して いました。 かれ は まだ わかい ムスアブ・イブン・ウマイル  
（しゅ の ごまんえつ あれ）を、 でんきょうしゃ として じぶん より も さき に マディーナ に はけん しました。 ヒジュラ の 
あいだ、 じぶん が あずかって いた ぶっぴん を わかい きょうゆう の アリー（しゅ の  ごまんえつ あれ）に てわたし、     
しょゆうしゃ に かえす ように しました。 イエメン の カーディー として ムアーズ・イブン・ジャッバール を、 ぐん の しれい    
として ウサマ・イブン・ザイド を にんめい する など、 ふくすう の わかい きょうゆう を じゅうよう な ちい に つけ ました。 
しんあい なる ごりょうしん の みなさま︕ 
わたしたち の こどもたち に もはん を しめし、しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）に したがう みち に おいて てだすけ      
しましょう。 かれら が つみ に ひきずり こまれたり、 だれか の わるい もくてき の ため に りよう されたり する こと の   
ない ように しましょう。 いつ でも こどもたち を しんらい しましょう。 かれら が、 じぶん は たいせつ に され、 しんらい   
されて いる と かんじ られる ように しましょう。 わたしたち の しんらい が ある かぎり、 わかい ひとたち は よげんしゃ   
イブラーヒーム（しゅ の ごまんえつ あれ）の ように、 きょぎ に たいして だんこ と して たちむかう こと でしょう。 よげんしゃ
ユースフ（しゅ の ごまんえつ あれ）の ように、 りょうしき を もって じんるい への もはん を しめす こと でしょう。 マルヤム
（しゅ の ごまんえつ あれ）の ように、 かんしゃ、 にんたい、 ていせつ、 そして アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）への 
しんらい を いだき つづける こと でしょう。 やがて かれら は、 しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）に たいする すうはい を  
とおして よろこび と へいあん を え、 しんぱん の ひ、 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の ぎょくざ の かげ で しゅご 
の きっぽう を つげられる こと でしょう。1 
しんあい なる わかい きょうだい、 しまい の みなさま︕ 
わかさ とは、 しんたく として わたしたち に ゆだねられて いる こと を わすれない ように しましょう。 どこで・どのように    
せいしゅん を すごす のか、 ちゅうい を はらい ましょう。 こうかい が なん の やく にも たたない しんぱん の ひ に     
そなえて、 これから の じんせい を みなおし ましょう。 わたしたち の しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）の ごしょうにん に  
したがい、 じんせい に おける もっとも たかみ を めざし ましょう。 
きんようれいはい の ホトバ を、 しゅ への ゆるぎない しんこう を もって いた アスハーブ・アル＝カハフ（どうくつ の なかま）
に たいする ぜんのう の アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）の しょうさん を もって おわり ます。 「われら は あなた に、
しんり を もって かれら の ものがたり を かたろう。 かれら は しゅ を しんじる わかもの であった。 それゆえ われら 
は、 かれら への みちびき を さらに ふかめた」。2 
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